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 [背景]  
Auditory Neuropathy (Kaga et al,1996, Starr et al. 1996) は、外有毛細胞の機能を反映する耳音響放射
（OAE）が正常にもかかわらず ABRが無反応を呈するもので、内有毛細胞－蝸牛神経の障害により引き起こ
されると考えられる感音難聴である。その原因として、内有毛細胞－蝸牛神経間のシナプス異常、蝸牛神経軸
索、髄鞘の異常が報告されている。臨床検査上は、聴力レベルに比して語音明瞭度が著しく悪化し補聴器の効
果が得られにくいことが知られている。特に雑音下での聞き取りが不良になるとされている(Narne et al. 
2009)が、雑音下聴力閾値を測定した文献は報告されていない。 
同じような聴力レベルでも、雑音下での聞き取りの不便には症例間で差異があることは、日常診療でもしばし
ば経験する。当科では、雑音下の聴き取り評価として、マスキングノイズ下の聴力検査（マスキング下聴力検
査）を実施しているが、内耳性難聴者・Auditory Neuropathy 患者を含む後迷路性難聴者に対し施行した、
バンドノイズ・ホワイトノイズマスキングを用いたマスキングノイズ下の聴力検査の結果を、を後ろ向きに比
較検討した。 
[対象・方法] 
マスキングとは、雑音により聴力閾値が抑制される現象である。本研究では、雑音環境での聞き取りにくさを
訴え、2010 年から 2012 年まで当科でマスキング下聴力検査を実施した難聴患者の検査所見を後ろ向きに検
討した。対象は、内耳性難聴患者 17例、Auditory Neuropathy患者を含む後迷路性難聴者 13例である。ま
た、比較のために以前に実施した正常成人 10人の所見も検討対象とした。 
マスキング下聴力検査は、RION社製のオージオメーター（AA-78）を用い、同側マスキングノイズ下で純音
聴力閾値測定した。マスキングノイズとしては、70、90 dBのホワイトノイズ（広域雑音）並びに、50、70 dB
のバンドノイズ（帯域雑音）を使用した。 
[結果] 
Auditory Neuropathy 患者におけるマスキング下純音聴力検査では、健聴者や内耳性難聴者や、他の後迷路
性難聴者と比較して、マスキングの影響を受けやすかったが、特に、バンドノイズよりホワイトノイズでより
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大きいマスキング効果が認められた。また広帯域雑音によるマスキングでは、しばしば、聴力検査上では、
「inaudible」なレベルにおいても大きな閾値上昇を認めることが特徴的に認められていた。 
[考察] 
Auditory Neuropathy 患者で認められた特に広帯域雑音に対する易マスキング性の背景メカニズムとして、
従来から指摘されている病的順応に加え、Auditory Neuropathy で特徴的な「正常外有毛細胞機能」に起因
する蝸牛基底板振動上で引き起こされる抑圧メカニズムに関連したマスキングの関与が示された。 
